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埼
労
連
は
７
月
８
日
（
土
）
の
午
後
２
時
30

分
か
ら
単
産
・
地
域
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

14
単
産
と
22
地
域
組
織
の
代
表
、
埼
労
連
幹
事

会
な
ど
合
計
57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
単
産
・
地
域
代
表
者
会
議
は
埼
労
連

大
会
に
向
け
た
諸
課
題
の
確
認
と
、
９
月
16
日

（
土
）
に
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館
で
開
催
す
る

第
35
回
定
期
大
会
に
つ
い
て
、
会
場
参
加
の
み

で
１
日
開
催
と
し
、
午
前
９
時
30
分
開
始
・
午

後
４
時
30
分
頃
終
了
予
定
と
す
る
こ
と
、
定
数

に
定
め
の
な
い
役
員
に
つ
い
て
、
副
議
長
７
名

・
事
務
局
次
長
２
名
・
幹
事
29
名
と
す
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

幹
事
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
新
島
議

長
は
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
の
も

と
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
の
最
賃
審
議
会
に

も
触
れ
、
憲
法
闘
争
が
山
場
を
迎
え
る
こ
と
、

改
憲
勢
力
の
横
暴
を
許
さ
ず
憲
法
を
守
る
闘
い

に
力
を
尽
く
す
こ
と
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
提
案
を
し
た
宍
戸
事
務
局
長
は
、
ま

ず
定
期
大
会
の
任
務
と
深
め
る
べ
き
課
題
に
つ

い
て
報
告
。
こ
の
大
会
の
任
務
は
、
第
一
に
、

第
７
期
中
期
計
画
最
終
年
に
あ
た
り
、
組
織
強

化
と
次
世
代
対
策
の
実
践
を
具
体
化
す
る
こ
と

で
、
①
11
万
埼
労
連
の
展
望
が
持
て
る
組
織
拡

大
の
実
践
経
験
を
広
げ
る
こ
と
、
②
全
労
連
の

提
起
す
る
「
全
国
一
律
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
２
０
２
４
」
に
対
し
地
方
組
織
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
、
③
労
働
組
合
運
動
の
要
求
の

主
体
と
な
る
べ
き
「
次
世
代
組
織
化
」
、
に
つ

い
て
報
告
し
、
新
た
な
産
別
の
組
織
化
の
展
望

と
「
広
大
な
空
白
」
、
と
り
わ
け
「
非
正
規
」

の
組
織
化
が
全
体
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

そ
の
後
の
討
論
で
は
、
８
人
か
ら
報
告
が
あ

り
、
若
い
世
代
の
と
り
く
み
か
ら
組
織
化
が
始

ま
っ
て
い
る
経
験
、
全
国
一
律
最
賃
制
度
に
向

け
た
実
践
（
地
方
議
会
で
の
意
見
書
採
択
）
の

経
験
報
告
と
今
後
に
向
け
た
提
案
、
憲
法
闘
争

の
実
践
に
向
け
た
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
、
定
期

大
会
に
向
け
た
提
案
の
補
強
と
な
る
討
論
と
な

り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
組
織
が
中
期
計
画
初
年
度
の
現
勢

回
復
め
ざ
し
、
中
期
計
画
最
終
年
度
に
む
け
て

11
万
埼
労
連
の
展
望
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第35回定期大会　告知
日時	 2023年９月16日（土）
	 午前９時30分〜午後４時30分

頃まで
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内容	 2022年度総括・決算報告
	 2023年度方針・予算提案
	 役員定期選挙他

共済会館に57人が参加

討論の様子

中
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、
大
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埼
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会
議
を
開
催
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７
月
か
ら
、
23
最
賃
闘
争
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
２
３
年
度
の
第

１
回
埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
、

７
月
５
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。審

議
会
で
は
、
労
働
局
長
か
ら
の
諮

問
、
委
員
変
更
の
確
認
、
審
議
会
日
程

の
確
認
、
意
見
聴
取
に
つ
い
て
の
扱
い

の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
口

頭
に
よ
る
意
見
陳
述
を
引
き
続
き
行
う

こ
と
、
そ
の
陳
述
時
間
を
今
ま
で
の
倍

に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
労
使
３
者
が
そ
ろ
う
審
議

の
場
は
、
原
則
公
開
す
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
、
審
議
会
運
営
も
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
私
た
ち
の
運

動
が
作
り
上
げ
て
き
た
到
達
点
で
す
。

７
月
31
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
最
賃
審
議
会
、
８
月
２
日
（
水
）

の
第
３
回
審
議
会
で
、
埼
労
連
・
医
労

連
・
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
・
全
国
一
般
の
４
団
体
が
意
見
陳
述

を
行
っ
た
ほ
か
、
福
祉
保
育
労
が
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

全
労
連
は
、
最
賃
審
議
会
に
対
す
る

要
請
を
中
心
に
、
関
係
省
庁
要
請
や
厚

生
労
働
省
前
で
の
宣
伝
、
駅
頭
で
の
宣

伝
行
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
「
全
国
一

律
最
賃
制
度
」
の
実
現
を
求
め
て
い
ま

す
。
現
状
の
最
大
２
１
９
円
（
時
給
）

も
の
地
域
格
差
、
埼
玉
と
東
京
の
85
円

の
格
差
を
放
置
し
た
ま
ま
の
状
態
を
、

改
善
し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

意
見
陳
述
で
は
、
生
協
で
働
く
パ
ー

ト
労
働
者
や
医
療
従
事
者
の
実
態
が
報

告
さ
れ
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
物
価
の
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
の
状
況

は
限
界
に
き
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

働
き
手
の
確
保
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

て
く
る
」
こ
と
な
ど
を
切
実
に
訴
え
る

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

23
春
闘
の
賃
上
げ
を
受
け
て
も
、
実

質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
基
調
か
ら
抜
け
出

せ
ず
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
が
充
分
に

さ
れ
て
い
な
い
今
の
状
況
を
改
善
す
る

に
は
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
公
表
さ
れ
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
１
４
６
カ
国

中
１
２
５
位
と
、
先
進
諸
国
や
ア
ジ
ア

圏
の
中
で
最
下
位
と
い
う
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
も
、
最
賃
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
非
正
規
で
働
く
比
率
の
高
い
女

性
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
元
埼
玉
県
知
事
の
上
田
清

司
参
議
院
議
員
（
国
民
民
主
）
を
は
じ

め
、
埼
玉
県
選
出
の
国
会
議
員
（
比
例

代
表
含
む
）
８
人
が
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
を
求
め
る
請
願
署
名
の
紹
介
議
員

に
な
る
な
ど
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
地
域
間
格
差
の
是
正
を
求
め
る
声
は

着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
最
低
賃
金
の
決
定
に
向
け

た
審
議
が
埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

で
本
格
的
に
始
ま
り
、
新
聞
が
届
く
８

月
上
旬
に
は
答
申
が
示
さ
れ
ま
す
。

物
価
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で
疲
弊
し
て
い

る
日
本
経
済
を
立
て
直
し
て
い
く
姿
勢

を
示
す
重
要
な
審
議
会
と
な
り
ま
す
。

1

２０２３年７月２４日

埼玉地方最低賃金審議会

会長 土屋 直樹 殿

地域別最低賃金の改正決定に係る意見書

埼玉県労働組合連合会

  議長  新島 善弘

埼玉県さいたま市浦和区高砂 3－10－11

第１木村ビル 2階

日頃の貴職のご活躍に対し敬意を表します。

コロナ禍からの日常生活が完全には回復しないなか、昨年から続く物価の高騰、公共料金引き

上げにより経済活動に大きな影響を与えている今日の状況ではありますが、2023年度の最低賃金

の改定については、コロナ禍と物価高騰で経済が後退している状況を打開するため、「労働者全体

の賃金の底上げ」によって、景気の回復を図るとともに、すべての労働者が「健康で文化的な最

低限度の生活を営む」ことができるよう、中小企業の経営に特段の配慮をしつつも、物価高騰に

対応できる大胆な引き上げ額を決定することを求めます。

１、最低賃金額を大幅に引き上げること

現行の最低賃金時間額987円を大幅に引き上げることを求めます。

理由は次の通りです。

１）物価高騰から住民の生活を守るためには、最低賃金を大幅に引き上げることが必要

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 2023では、最低賃金の引き上げについて、地

域間格差是正と全国加重平均 1000円とすることを目指し、引き上げに取り組むとしています。

一方、今回の春闘では満額回答など近年にない水準の賃上げが話題になりましたが、結果を見

ると賃上げ水準よりも物価の高騰が上回り、実質賃金はマイナス基調のままとなっています。こ

れでは経済が上向くどころか、私たちは、今年１月に最低賃金の再改定を求め、中央審議会をは

じめ、全国の地方審議会に要請しましたが、再改定の議論は行われませんでした。その結果が春

闘期の賃上げを受けてなお実質賃金のマイナス基調であるならば、今回の最低賃金の改定で、不

足分を補うだけの大幅引き上げが必要で、そのこと抜きには日本の経済が上向くことはできない

と考えます。

同じく物価高騰に苦しむ中小企業の「支払い能力論」を解決するための施策としては、コロナ

禍や物価高騰の中で経営に苦しむ中小企業に対して、最低賃金の大幅引き上げと合わせた有効な

最賃再改定求め労働局と懇談

国会議員に署名提出

駅頭でも署名をうったえ

物
価
高
騰
に
対
応
で
き
る
大
幅
引
き
上
げ
求
め

23
最
賃
闘
争
・
最
賃
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト

2023年8月1日 埼 労 連 （第三種郵便物認可） （2）第566号



県
の
宣
伝

埼
労
連
は
７
月
14
日
（
金
）
の
午
後

５
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で
、

浦
和
駅
東
口
で
最
賃
・
労
働
法
制
宣
伝

を
お
こ
な
い
、
４
団
体
か
ら
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

埼
労
連
か
ら
新
島
議
長
、
五
十
嵐
全

国
一
般
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
組
合

の
役
員
な
ど
が
、
順
に
訴
え
、
「
今
年

の
最
賃
の
引
き
上
げ
に
関
わ
る
審
議
会

が
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
」
こ
と
。
物
価

・
公
共
料
金
が
上
が
り
続
け
る
な
か

で
、
「
現
在
の
埼
玉
県
の
最
賃
額
８
９

７
円
で
は
生
活
で
き
な
い
。
時
給
の
大

幅
な
引
き
上
げ
と
格
差
の
な
い
全
国
一

律
最
賃
制
度
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に

国
か
ら
の
中
小
企
業
支
援
を
手
厚
く
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
最
賃
の
話
題
が

出
て
い
る
こ
と
で
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取

る
人
も
多
く
、
審
議
会
に
提
出
す
る
署

名
も
９
筆
集
ま
り
、
最
賃
の
引
き
上
げ

に
対
す
る
大
き
な
期
待
が
伺
え
る
宣
伝

行
動
と
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
最
賃
審
議
会
に

向
け
て
、
世
論
を
大
き
く
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

鴻
北
労
連

鴻
北
労
連
は
、
６
月
16
日
（
金
）
と

７
月
18
日
（
火
）
の
夕
方
、
北
本
駅
で

「
最
低
賃
金
は
全
国
一
律
１
５
０
０
円

に
」
、
「
大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら
し
を
守

ろ
う
」
な
ど
の
宣
伝
行
動
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
賃
宣
伝
行
動
は
、
鴻
北
労
連
が
毎

月
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

役
員
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
握
り
、

「
物
価
の
高
騰
で
労
働
者
・
国
民
の
生

活
は
大
変
で
す
。
中
小
企
業
で
働
く

人
、
個
人
企
業
主
や
医
療
、
介
護
、
教

育
、
保
育
、
福
祉
な
ど
の
ケ
ア
労
働

者
、
自
治
体
労
働
者
な
ど
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
が
必
要
で
す
」
と
訴

え
、
「
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
つ

く
り
、
時
給
は
１
５
０
０
円
に
し
ま
し

ょ
う
」
、
「
建
築
職
人
の
処
遇
改
善
で

地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
、
「
お
帰
り

な
さ
い
、
仕
事
に
関
わ
っ
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
埼
労
連
の
労
働
相
談

に
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
鴻
北
労
連
発
）

春
日
部
労
連

春
日
部
労
連
は
７
月
10
日
（
月
）
夕

方
、
春
日
部
駅
西
口
で
最
賃
宣
伝
を
実

施
し
、
春
日
部
労
連
役
員
５
人
、
年
金

者
組
合
１
人
の
計
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
最
賃
引
き
上
げ
の
大
き
な
赤
い
横

断
幕
を
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
は
埼
労
連
か
ら
届
い
た
全
労

連
チ
ラ
シ
「
最
低
賃
金
法
の
改
定
を
求

め
て
『
全
国
一
律
最
賃
』
実
現
」
を
配

布
し
ま
し
た
。

40
分
ほ
ど
役
員
の
３
人
が
交
代
で
訴

え
る
と
、
関
心
は
高
く
チ
ラ
シ
配
布
者

に
話
を
か
け
て
き
た
り
、
赤
い
横
断
幕

を
し
げ
し
げ
と
見
る
な
ど
し
て
、
「
そ

こ
そ
こ
関
心
が
あ
る
ん
だ
な
」
と
思
い

ま
し
た
が
、
春
日
部
労
連
と
し
て
は
、

参
加
人
数
を
増
や
し
て
元
気
に
取
り
組

む
こ
と
が
課
題
で
す
。

夏
に
向
け
て
、
強
化
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

春
日
部
労
連
発
）

草
加
八
潮
地
区
労

草
加
八
潮
地
区
労
は
７
月
20
日

（
木
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
約
１
時

間
、
草
加
駅
前
で
最
賃
駅
頭
宣
伝
を
行

い
、
地
区
労
執
行
委
員
７
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

す
ぐ
に
何
の
宣
伝
か
分
か
る
よ
う
に

「
最
賃
は
１
５
０
０
円
に
」
、
「
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
ー
な
く
せ
」
、
「
組
合
に

入
ろ
う
」
な
ど
の
の
ぼ
り
旗
と
、
「
な

ん
で
も
相
談
受
付
中
」
の
立
て
看
板
も

設
置
し
ま
し
た
。

帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
も
あ
り
、
足
早

に
通
り
過
ぎ
る
人
も
多
い
な
か
、
用
意

し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
３
０
０
個
近
く
を

配
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ

ュ
の
な
か
に
は
、
全
国
の
最
賃
状
況
が

分
か
る
地
図
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
チ
ラ

シ
を
入
れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
が
交
代
で
、
最
賃
全
国
一

律
１
５
０
０
円
の
意
味
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
７
月
13
日
付
け
東
京
新

聞
（
朝
刊
）
１
面
の
「
ど
う
守
る

仕

事

暮
ら
し

賃
上
げ
編
」
の
記
事
も

紹
介
し
ま
し
た
。
パ
ー
ト
の
女
性
が
労

働
組
合
に
入
り
団
体
交
渉
し
、
パ
ー
ト

ら
約
５
０
０
０
人
の
基
本
時
給
が
平
均

６
％
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
記
事
を
紹
介
し
、
一
人
で
も
入
れ
る

Ｓ
Ｕ
組
合
を
宣
伝
し
ま
し
た
。

地
区
労
に
も
給
料
未
払
い
の
労
働
相

談
が
あ
り
、
駅
宣
当
日
も
、
団
交
や
相

談
な
ど
を
終
え
て
か
ら
宣
伝
行
動
に
行

き
ま
し
た
。

相
談
者
に
は
Ｓ
Ｕ
に
加
入
し
て
も
ら

い
、
今
後
も
会
社
と
の
交
渉
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。（

草
加
八
潮
地
区
労
発
）

浦和駅東口

北本駅

６
・７
月
も
各
地
で
最
賃
宣
伝
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埼
玉
土
建
は
７
月
８
日
（
土
）
か
ら

９
日
（
日
）
に
か
け
て
、
群
馬
・
伊
香

保
温
泉
ホ
テ
ル
天
坊
で
分
会
全
世
代
活

動
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
全

県
各
支
部
か
ら
２
３
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

秋
の
拡
大
月
間
を
前
に
全
県
で
交
流

と
意
思
統
一
を
図
り
、
組
合
を
大
き
く

し
て
い
く
「
起
爆
剤
」
の
場
と
し
て
、

次
世
代
の
仲
間
に
組
合
活
動
の
後
継
者

と
し
て
の
自
覚
や
思
い
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
泊
ま
り
の

交
流
会
議
は
12
年
ぶ
り
で
す
。
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
は
１
１
６
人
も
の
次
世
代
の

仲
間
が
参
加
。
全
体
会
の
ほ
か
、
４
つ

の
分
科
会
、
さ
ら
に
20
の
分
散
会
に
分

か
れ
て
、
率
直
な
意
見
交
換
、
支
部
や

世
代
を
超
え
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
斉
藤
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
「
ア
メ
リ
カ
で
は
労
働
組

合
運
動
が
広
が
り
、
世
論
調
査
で
は
75

％
も
の
人
が
ア
マ
ゾ
ン
で
の
労
働
組
合

の
結
成
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
結
果

も
出
た
。
日
本
で
も
労
働
組
合
の
真
価

を
発
揮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
各
支
部
・
分
会
で
の

取
り
組
み
や
経
験
、
悩
み
な
ど
を
率
直

に
語
り
合
い
、
交
流
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

分
科
会
、
分
散
会
で
は
特
徴
的
な
分

会
の
経
験
報
告
を
聞
い
た
う
え
で
の
質

疑
、
役
員
づ
く
り
や
事
業
所
と
の
か
か

わ
り
な
ど
に
つ
い
て
交
流
を
行
い
ま
し

た
。参

加
し
た

仲
間
か
ら
は

「
い
ろ
ん
な

仲
間
と
交
流

が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
、

「
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た

い
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
各

支
部
・
分
会

の
取
り
組
み

自
治
労
連
埼
玉
県
本
部
は
６
月
25
日

（
日
）
、
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
「
第
42
回
埼
玉
地
方
自
治
研
究
集

会
」
（
埼
玉
自
治
研
集
会
）
を
開
催
、

18
単
組
か
ら
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
住
民
の
幸
せ
を
実
現
す

る
自
治
体
へ
〜
公
務
職
場
で
働
く
！
プ

ロ
と
し
て
成
長
す
る
一
日
を
」
で
す
。

い
ま
自
治
体
現
場
で
は
、
国
の
都
合

で
本
来
の
自
治
体
行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ

る
事
態
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ

ス
ト
至
上
主
義
の
民
間
委
託
・
指
定
管

理
推
進
、
「
公
募
」
に
よ
る
非
正
規
職

員
の
雇
い
止
め
、
職
員
削
減
、
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
の
推
進
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
率
向
上
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
自
治
体
、
住
民
か
ら
発
し
た
政
策
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
の
あ
り
方
に
も

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
住
民
ニ
ー
ズ

を
つ
か
み
実
現
す
る
と
い
う
自
治
体
労

働
者
の
「
専
門
性
の
軽
視
」
と
な
っ
て

表
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
自
治
体
の
目
的
は

「
住
民
の
幸
せ
の
実
現
」で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
た
め
に
各
地
で
の
「
専

を
全
体
で
共
有
し
、
大
き
な
力
と
な
っ

た
こ
と
を
確
信
す
る
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
６
月
21
日
に
は
、
全
県
各
支

部
の
役
員
３
６
２
人
が
４
会
場
に
集
ま

り
、
「
全
県
幹
部
労
働
講
座
」
を
実
施

し
、
労
働
組
合
の
活
動
家
と
し
て
、
今

の
情
勢
を
正
し
く
つ
か
み
、
経
済
問
題

や
平
和
・
憲
法
問
題
な
ど
、
分
野
ご
と

の
課
題
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
の
学
習

も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
埼
玉
土
建
発
）

門
性
を
守
り
、
生
か
す
」
実
践
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
討
論
を
深
め
ま
し
た
。

基
調
報
告
と
12
の
発
言
・
レ
ポ
ー
ト

と
討
論
で
、
さ
い
た
ま
市
の
保
育
士
は

市
が
進
め
る
「
公
立
保
育
園
の
半
減
化

計
画
」
に
対
抗
す
る
運
動
に
つ
い
て
、

学
童
労
組
は
春
日
部
市
の
学
童
保
育
の

質
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
民
間
企
業
に

よ
る
指
定
管
理
者
制
度
に
対
す
る
悔
し

さ
と
闘
い
の
展
望
に
つ
い
て
、
入
間
市

職
の
学
校
給
食
調
理
員
は
「
い
る
ま
給

食
応
援
ネ
ッ
ト
」
の
結
成
に
よ
る
市
民

と
と
も
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
守

る
運
動
の
取
り
組
み
な
ど
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

（
自
治
労
連
県
本
部
発
） 18単組・43人が参加

各支部から234人が参加

全
て
の
世
代
の
仲
間
が
参
加

埼
玉
土
建
分
会
全
世
代
活
動
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

住
民
の
幸
せ
を
実
現
す
る
自
治
体
へ

自
治
労
連
・
自
治
研
集
会
を
開
催
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埼
教
組
、
埼
高
教
、
埼
退
教
、
埼
高

教
友
の
会
、
高
校
・
障
害
児
学
校
教
職

員
「
九
条
の
会
」
の
５
団
体
は
、
平
和

に
つ
い
て
学
び
行
動
す
る
た
め
、
６
月

24
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
さ
い
た

ま
共
済
会
館
６
階
ホ
ー
ル
で
平
和
大
集

会
を
開
催
、
２
１
０
人
の
仲
間
が
集
ま

り
ま
し
た
。

講
演
は
「
『
新
し
い
戦
前
』
に
さ
せ

な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
金
平
茂
紀
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
金
平
茂
紀
さ
ん
は
、
「
私

た
ち
は
新
た
な
戦
前
に
い
る
。
忌
野
清

志
郎
は
『
な
ん
で
言
い
た
い
こ
と
を
言

え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た

の
か
』
と
発

言
し
た
が
、

今
は
、
こ
ん

な
こ
と
も
言

え
な
い
。
武

器
貸
与
な

ど
、
勇
ま
し

い
こ
と
が
好

ま
れ
る
」
、

「
２
０
２
２

年
は
歴
史
の

分
岐
点
と
言

わ
れ
る
だ
ろ

う
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
と

安
倍
銃
撃
事

件
が
き
っ
か

共
済
会
館
に
２
１
０
人
が
結
集

け
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
『
憲
法

改
正
』
を
突
き
付
け
た
。
安
倍
銃
撃
事

件
で
は
、
彼
の
政
治
の
功
罪
検
証
作
業

を
放
棄
さ
せ
、
故
人
を
神
聖
化
し

た
」
、
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
の
た
め
の
サ
ミ
ッ
ト
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
平
和
教
育
で
は
『
は

だ
し
の
ゲ
ン
』
『
第
五
福
竜
丸
』
に
代

わ
り
、
オ
バ
マ
来
日
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
配
慮
だ
」
、

「
こ
れ
か
ら
を
ど
う
生
き
る
の
か
。
抵

抗
す
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
」
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
は
、
決
意
表
明
で

「
『
国
の
た
め
に
命
を
捨
て
て
こ
い
』

と
い
う
こ
と
は
、
２
度
と
し
な
い
」
、

「
沖
縄
で
戦
争
体
験
の
声
を
聞
い
た
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」
、
「
今
、

自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
、
「
障
害
者
が
『
ご
く

つ
ぶ
し
』
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
世

の
中
に
は
さ
せ
な
い
」
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
会
場
か
ら
浦
和
駅

ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
駅
前
で
の
宣

伝
行
動
に
も
大
勢
が
参
加
し
、
大
軍
拡

・
大
増
税
反
対
署
名
は
合
計
１
８
０
筆

集
ま
り
ま
し
た
。

狭
山
地
区
労
は
６
月
25
日
（
日
）
、

埼
玉
県
内
戦
争
遺
跡
と
平
和
資
料
館
を

め
ぐ
る
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
19
人
で
、
訪
れ
た
の
は
桶

川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
、
吉
見
百

穴
、
丸
木
美
術
館
、
埼
玉
県
平
和
資
料

館
の
４
ヵ
所
で
す
。
講
師
と
し
て
お
招

き
し
た
埼
玉
歴
史
教
育
協
議
会
会
員
の

山
口
さ
ん
に
は
、
平
和
問
題
に
限
ら

ず
、
埼
玉
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
も

詳
し
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

桶
川
平
和
祈
念
館
で
は
、
旧
陸
軍
省

管
轄
の
飛
行
場
が
埼
玉
県
に
12
ヵ
所
も

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
争
が
切
迫

し
て
き
た
１
９
３
０
年
代
以
降
急
増
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
桶
川
な
ど
飛
行
学
校
で
学
ん
だ
10

代
の
若
者
が
、
宮
崎
県
の
知
覧
飛
行
場

か
ら
特
攻
兵
と
し
て
飛
び
立
っ
て
い
た

こ
と
は
痛
ま
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
桶

川
飛
行
学
校
は
、
老
朽
化
し
解
体
す
る

予
定
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

存
を
求
め
る
市
民
の
運
動
で
１
万
４
０

０
０
筆
の
署
名
を
集
め
た
こ
と
で
保
存

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、

改
め
て
平
和
の
た
め
に
戦
争
を
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

狭
山
地
区
労
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
４
年

ぶ
り
の
実
施
で
し
た
が
、
有
意
義
な
学

習
や
交
流
も
あ
り
、
比
企
労
連
に
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
食
堂
で
も
お
い
し
い

昼
食
を
食
べ
ら
れ
て
、
充
実
し
た
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。（

狭
山
地
区
労
発
）

県
内
４
ヵ
所
を
め
ぐ
る

４
年
ぶ
り
に
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー

（
狭
山
地
区
労
）

教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
！

埼
玉
県
教
職
員
の
平
和
大
集
会
開
催
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埼
教
組

埼
教
組
青
年
部
が
教
員
採
用
試
験
学

習
会
。
こ
の
間
３
人
が
組
合
加
入
！

７
月
15
日
か
ら
、
埼
教
組
青
年
部
主

催
の
教
員
採
用
試
験
学
習
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
埼
教
組
組
合
員
を
対
象
と
し

た
学
習
会
な
の
で
、
未
組
合
員
の
方
に

は
埼
教
組
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
３
人
の
方
が
新
た
に
加
入

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
人
Ａ
さ
ん

は
比
企
単
組
内
の
学
校
に
勤
務
す
る
教

員
で
す
。
彼
は
、
３
月
18
日
に
行
わ
れ

た
比
企
教
育
ネ
ッ
ト
連
続
講
座
に
も
参

加
し
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
組
合

員
と
と
も
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
以
前

よ
り
組
合
に
理
解
が
あ
り
、
今
回
自
ら

加
入
を
決
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
他
の

２
人
も
、
昨
年
度
学
生
と
し
て
教
員
採

用
試
験
学
習
会
に
参
加
し
た
人
た
ち
で

す
。
未
組
合
員
に
寄
り
添
う
地
道
な
つ

な
が
り
や
、
学
生
へ
の
働
き
か
け
が
今

回
の
組
合
拡
大
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
学
習
会
で
は
、
運
営
側
に

も
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
青
年
部
の

常
任
委
員
だ
け
で
な
く
、
昨
年
度
組
合

加
入
し
た
方
や
今
年
度
新
採
用
で
組
合

加
入
し
た
方
も
運
営
に
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。
学
習
会
を
続
け
て
い

草
加
八
潮
地
区
労
は
、
地
域
の
市
民

団
体
な
ど
と
合
同
で
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
、
５
月
27
日
（
土
）
に
、
「
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。

３
月
か
ら
準
備
を
す
す
め
、
５
月
18

日
に
は
草
加
駅
で
の
事
前
周
知
宣
伝
も

行
い
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
会
場
で

あ
る
勤
労
福
祉
会
館
で
は
、
農
民
連
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉
の
食
料
提
供
の
協

力
で
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
も
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
15
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
生
活
相
談
や
法
律
相
談
な
ど
、
パ

ー
ト
に
分
か
れ
て
専
門
の
担
当
者
が
相

談
に
乗
り
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
も
利

用
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
大
勢
い
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。

農
民
連
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉
だ
け

で
な
く
、
生
活
相
談
・
法
律
相
談
に
協

力
し
て
く
れ
た
弁
護
士
や
市
議
会
議
員

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
久
し
ぶ
り

の
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
草
加
八
潮
地
区
労
発
）

く
う
ち
に
、
学
習
会
の
運
営
の
担
い
手

が
増
え
、
育
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取

れ
ま
す
。

（
埼
教
組
発
）

埼
高
教

埼
高
教
は
４
・
５
月
を
組
織
強
化
・

拡
大
月
間
と
位
置
づ
け
、
１
０
０
人
の

拡
大
と
２
０
０
回
の
つ
ど
い
合
い
を
目

標
に
新
転
任
者
総
対
話
、
月
間
中
に
分

会
で
集
ま
る
機
会
を
１
回
以
上
設
け
る

こ
と
な
ど
を
提
起
し
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
87
人
の
拡
大
、
１
３
５
回
の
つ
ど

い
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
６
月
〜
７
月
は
全
教
職
員
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
対

話
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

こ
の
全
教
職
員
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も

と
に
光
熱
費
の
高
騰
に
よ
る
学
校
予
算

の
逼
迫
し
た
現
状
を
訴
え
た
結
果
、
埼

玉
県
は
21
億
円
の
追
加
を
措
置
、
２
０

２
３
年
度
も
別
途
予
算
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
職
場
の

声
を
聞
き
、
要
求
を
ま
と
め
て
、
交
渉

す
る
―
組
合
活
動
の
原
点
と
も
言
え
る

重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
今
年
も
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
予
算
交
渉
に

取
り
組
み
、
改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
埼
高
教
発
）

内
容
ご
と
に
相
談
対
応

フードパントリーも実施

活動レポートでとりくみを紹介

国民春闘埼玉県共闘会議・埼玉県労働組合連合会

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

鴻北労連が７月１８日に全国一律最低賃金制もとめ宣伝！ 

鴻北労連は７月１８日（火）夕方、北本

駅で「最低賃金は全国一律１５００円に」

「大幅賃上げで暮らしを守ろう」などの宣

伝行動を１５人が参加し行いました。最賃

宣伝行動は、鴻北労連が毎月取り組んでい

ます。 

役員がハンドマイクを握り、「物価の高

騰で労働者・国民の生活は大変です。中小

企業で働く人、個人事業主や医療、介護、

教育、保育、福祉などのケア労働者、自治

体労働者など、すべての労働者の賃上げが必要です」と訴え、「全国一律最低賃金制度をつく

り、時給は１５００円にしましょう」、「建築職人の処遇改善で地域を守りましょう」、「お帰り

なさい、仕事に関わってお困りのことがあれば、埼労連の労働相談に」と呼びかけました。 

埼教組青年部が教員採用試験学習会。この間３人が組合加入！ 

７月１５日から、埼教組青年部主催の教員採用試験学習会が始まりました。埼教組組合員を

対象とした学習会なので、未組合員の方には埼教組への加入をお願いしています。 

この間、３人の方が新たに加入しました。そのうちの１人Ａさんは比企単組内の学校に勤務

する教員です。彼は、３月１８日に行われた比企教育ネット連続講座にも参加し、特別支援教

育について組合員とともに学んでいました。以前より組合に理解があり、今回、自ら加入を決

意してくれました。他の２人も、昨年度学生として教員採用試験学習会に参加した方々です。

未組合員に寄り添う地道なつながりや、学生への働きかけが、今回の組合拡大に結びつきまし

た。 

今年度の学習会では、運営側にも変化が見られました。青年部の常任委員だけでなく、昨年

度組合加入した方や今年度新採用で組合加入した方も運営に参加してくれているのです。学習

会を続けていくうちに、会の運営の担い手が増え、育っている様子が見て取れます。 

（埼教組発） 

埼労連２３春闘 ｢速報｣

活動レポート

埼玉春闘共闘・埼労連

発行:埼玉県労働組合連合会

  さいたま市浦和区高砂 3-10-11 

TEL:048-838-0771 

FAX:048-838-0775

組織内資料 2023 年 7 月 21 日

すべての労働者を視野に仲間を増やし、その力で賃上げ勝ち取る春闘に 

組合員の参加・結集をはかり、地域を軸に、労働組合の真価を発揮しよう！ 

地
元
議
員
や
弁
護
士
の
力
も
借
り
て

草
加
八
潮
地
区
労
が「
何
で
も
相
談
」

学
校
職
場
の
改
善
め
ざ
し

2023年8月1日 埼 労 連 （第三種郵便物認可） （6）第566号



全国一律へ決断を 厚労省に要請
署名 団体、 人の寄せ書きを提出

厚労省「地域経済に差がある」、「経営を圧迫するおそれ」と後ろ向き

国民春闘共闘委員会・全労連は 月 日に、最低賃金全国一律
円以上などを求め厚労省要請をおこないました。当初は最賃

デーと同じ 月 日に設定するよう要請していましたが、当局の
都合でこの日になりました。
砂山太一代表幹事（全農協労連委員長）をはじめ、７単産（全農

協労連、日本医労連、自交総連、生協労連、全労連・全国一般、福
祉保育労、自治労連）、 地方組織 青森県労連、秋田県労連、い
わて労連、宮城県労連、山形県労連、福島県労連、愛媛労連、高知
県労連、福岡県労連、長崎県労連 など計 人が参加。中賃宛て団体署名（ 団体分）、意見書 全労連、
非正規センター 、全労連非正規センターが取り組んだ寄せ書き（ 枚 人分 を提出しました（写真
右から鳥巣長崎県労連事務局長、秋山全労連副議長、渡辺生協労連書記次長）。
要請に対して厚労省は、「地域経済の状況に差がある、最低賃金は罰則を伴う法的拘束力がある、最低賃

金の急激な引き上げは経営を圧迫する恐れがある、という３つの点から全国一律は慎重に検討すべき」と後
ろ向きで、「最賃決定の３要素に優劣はない」「地域間格差に配慮して８年連続で改善している。今年の審議
も最高額に対する最低額の比率を考慮する」と従来通りの回答を繰り返しました。 、 ランクにおかれて
いる地方組織を中心に参加者から、「ランク制、地域別である限り格差が固定され、むしろ拡大する」「人口
流出、地域の衰退に直面する自治体で全国一律含めた議会意見書が相次いでいる」「最賃近傍で働いている
人はダブル、トリプルワークせざるを得ない」などと職場や地域の実態を直接訴えました。

厚労省前・渋谷ハチ公前で非正規で働く仲間が訴え
若者から声をかけられる場面も 最賃マップ見て「うちの地元あった」

最賃デーの 月 日には非正規センターの呼びかけで、厚労省前昼休み行動（ 人参加）、渋谷ハチ公

第 4次最賃デー第 次最賃デー
全国から20人超で厚労省要請全国から 20人超で厚労省要請

非正規労働者が厚労省前、渋谷で訴え

国民春闘共闘委員会
〒 東京都文京区湯島 全労連会館
☎

年度 第 号
年７月３日

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
・
全
労
連
は

６
月
21
日
に
、
最
低
賃
金
全
国
一
律
１

５
０
０
円
以
上
な
ど
を
求
め
厚
労
省
要

請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
初
は
最
賃

デ
ー
と
同
じ
６
月
23
日
に
設
定
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
局
の
都

合
で
こ
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

砂
山
太
一
代
表
幹
事
（
全
農
協
労
連

委
員
長
）
を
は
じ
め
、
７
単
産
・
10
地

方
組
織
な
ど
計
21
人
が
参
加
。
中
賃
宛

て
団
体
署
名
、
意
見
書
、
全
労
連
非
正

規
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
だ
寄
せ
書
き

を
提
出
し
ま
し
た
。

要
請
に
対
し
て
厚
労
省
は
、
「
地
域

経
済
の
状
況
に
差
が
あ
る
、
最
低
賃
金

は
罰
則
を
伴
う
法
的
拘
束
力
が
あ
る
、

最
低
賃
金
の
急
激
な
引
き
上
げ
は
経
営

を
圧
迫
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
３

つ
の
点
か
ら
全
国
一
律
は
慎
重
に
検
討

す
べ
き
」
と
後
ろ
向
き
で
、
「
最
賃
決

定
の
３
要
素
に
優
劣
は
な
い
。
地
域
間

格
差
に
配
慮
し
て
８
年
連
続
で
改
善
し

て
い
る
。
今
年
の
審
議
も
最
高
額
に
対

す
る
最
低
額
の
比
率
を
考
慮
す
る
」
と

従
来
通
り
の
回
答
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
ラ
ン
ク
制
、
地

域
別
で
あ
る
限
り
格
差
が
固
定
さ
れ
、

む
し
ろ
拡
大
す
る
」
、
「
人
口
流
出
、

蓮
田
地
域
労
連
は
、
７
月
20
日
の
役

員
会
で
、
「
全
国
一
律
最
賃
グ
ロ
ー
バ

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
４
」
を
具
体
化

す
る
た
め
の
最
賃
学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
蓮
田
地
域
労
連
で
は
、
２
月
の
商

工
会
と
の
懇
談
に
続
い
て
、
蓮
田
市
議

会
の
各
会
派
に
、
全
国
一
律
最
賃
に
つ

い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
訪
問
を

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
役
員

が
基
礎
知
識
を
持
つ
た
め
に
企
画
し
た

も
の
で
す
。

地
域
労
連
の
役
員
６
人
が
参
加
し
、

埼
労
連
の
加
藤
幹
事
を
講
師
に
最
賃
の

学
習
を
し
、
今
回
の
趣
旨
で
あ
る
「
全

国
一
律
最
賃
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
目
的
と
す
る
と
り
く
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
後
に
は
、
蓮
田
市
議
会
の
各

会
派
に
訪
問
す
る
た
め
の
日
程
な
ど
を

確
認
し
、
蓮
田
市
議
会
で
の
「
全
国
一

律
最
賃
制
度
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
く
決
意
を
高
め

ま
し
た
。

記
事
の
お
願
い

各
組
合
で
取
り
組
ん
だ
学
習
会
や
行

事
な
ど
の
記
事
を
埼
労
連
ま
で
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

で
き
れ
ば
取
り
組
ん
だ
内
容
の
わ
か

る
写
真
付
き
で
、
４
０
０
文
字
〜
５
０

０
文
字
程
度
に
ま
と
め
て
、
メ
ー
ル
で

い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

埼
労
連
新
聞
や
、
活
動
レ
ポ
ー
ト
な

ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各

組
合
の
仲
間
の
元
気
な
姿
は
仲
間
を
励

ま
し
ま
す
。

紙
面
構
成
や
入
稿
の
都
合
で
翌
月
に

回
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

い
た
だ
い
た
記
事
は
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
衰
退
に
直
面
す
る
自
治
体
で
全

国
一
律
含
め
た
議
会
意
見
書
が
相
次
い

で
い
る
」
な
ど
と
職
場
や
地
域
の
実
態

を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

６
月
30
日
に
開
か
れ
た
、
第
１
回
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、
加
藤
厚
生

労
働
大
臣
が
「
２
０
２
３
年
度
地
域
別

最
低
賃
金
改
定
額
の
目
安
に
つ
い
て
」

の
諮
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
国
民
春

闘
共
闘
、
全
労
連
、
全
労
協
が
そ
ろ
っ

て
会
場
で
緊
急
の
包
囲
行
動
を
行
い
、

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
審
議
会
は
大

臣
諮
問
後
、
た
だ
ち
に
目
安
小
委
員
会

を
開
催
。
審
議
会
の
傍
聴
者
も
そ
の
ま

ま
小
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
審
議

会
は
具
体
的
な
議
論
の
場
は
こ
れ
ま
で

非
公
開
と
さ
れ
、
長
年
公
開
を
要
求
し

て
き
た
こ
と
が
大
き
な
前
進
を
つ
く
り

ま
し
た
。
中
賃
の
傍
聴
席
は
、
会
場
の

隙
間
が
な
い
ほ
ど
詰
め
て
約
40
席
。
厚

労
省
は
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
傍
聴
定
員

を
設
定
し
て
お
り
、
今
回
は
、
傍
聴
希

望
し
て
も
「
落
選
通
知
」
を
受
け
取
っ

た
方
も
い
ま
す
。

今
後
は
、
希
望
す
る
全
員
が
傍
聴
で

き
る
よ
う
、
改
善
を
図
ら
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
埼
玉
地
方
審
議
会

で
も
、
こ
れ
ま
で
非
公
開
だ
っ
た
専
門

部
会
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

役員で学習し意思統一

国
民
春
闘
が
厚
労
省
に
要
請

６
・
23
中
央
行
動

蓮
田
地
域
労
連
が
最
賃
学
習
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８
月
の
上
映
案
内

８
月
の
上
映
は
「
日
本
の
熱
い
日
々

謀
殺
下
山
事
件
」
で
す
。

昭
和
24
年
７
月
に
国
鉄
初
代
総
裁
下

山
定
則
氏
が
常
磐
線
の
線
路
上
で
死
体

で
発
見
さ
れ
た
事
件
。
国
鉄
の
９
万
５

０
０
０
人
も
の
人
員
整
理
を
め
ぐ
る
緊

迫
し
た
局
面
で
起
こ
っ
た
事
件
で
、
こ

の
の
ち
三
鷹
事
件
、
松
川
事
件
と
立
て

続
け
て
事
件
が
起
き
る
。
日
本
の
戦
後

史
の
流
れ
を
変
え
た
重
大
事
件
で
す
。

戦
後
最
大
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
挑
む
サ

ス
ペ
ン
ス
巨
篇
。
主
演
は
仲
代
達
矢
。

日
時

８
月
29
日
（
火
）

①
10
時
30
分
〜
12
時
45
分

②
14
時
〜
16
時
15
分

③
18
時
30
分
〜
20
時
45
分

場
所

埼
玉
会
館

小
ホ
ー
ル

各
組
織
に
配
布
し
て
い
る
埼
労
共
専

用
入
場
整
理
券
を
利
用
す
る
と
９
０
０

円
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

松
竹
新
橋
演
舞
場
９
月
公
演
、
「
ふ

る
あ
め
り
か
に
袖
は
ぬ
ら
さ
じ
」
を
割

引
価
格
で
斡
旋
し
ま
す
。

９
月
18
日
（
月
）
と
23
日
（
土
）
の

11
時
開
演
分
、
１
等
席
１
万
３
０
０
０

円
の
と
こ
ろ
を
割
引
価
格
８
９
０
０
円

で
各
６
席
を
確
保
し
ま
し
た
。
特
別
に

組
合
員
と
家
族
限
定
で
扱
い
ま
す
。

【
ス
ト
ー
リ
ー
】

幕
末
の
横
浜
。
遊
郭
「
岩
亀
楼
」

で
、
恋
が
叶
わ
ぬ
こ
と
を
儚
ん
だ
一
人

の
遊
女
が
命
を
絶
ち
ま
す
。
折
し
も
攘

夷
論
が
吹
き
荒
れ
る
世
で
真
実
は
捻
じ

曲
げ
ら
れ
、
「
異
人
の
身
請
け
を
拒
ん

で
死
ん
だ
攘
夷
女
郎
」
と
し
て
持
ち
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
幼
馴
染
み
の

芸
者
・
お
園
は
、
真
相
を
知
り
な
が
ら

も
こ
の
創
り
上
げ
ら
れ
た
悲
劇
を
歌
い

語
る
よ
う
に
…
と
い
う
物
語
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
は
、
８
月

22
日
（
火
）
ま
で
に
、
埼
労
共
（
担
当

の
埼
労
連
・
山
﨑
）
ま
で

老
後
の
資
産
形
成
を
考
え
る
な
ら
全

労
連
共
済
の
組
織
共
済
加
入
組
合
に
所

属
し
て
い
る
組
合
員
だ
け
が
入
れ
る
貯

蓄
型
保
険
「
年
金
共
済
」
を
検
討
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

予
定
利
率
１

・
15
％
。
し
か

も
生
命
保
険
料

控
除
対
象
の
た

め
所
得
税
・
住

民
税
の
軽
減
も

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
加

入
手
続
き
は
年

２
回
で
秋
期
募

集
は
11
月
15
日
ま
で
に
手
続
き
を
完
了

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
組
合
員
は
所
属
組
合
の
共

済
担
当
者
、
も
し
く
は
埼
労
共
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

格
差
と
貧
困
の
拡
大
。
資
本
主
義

経
済
社
会
の
構
造
的
限
界
が
表
面
化

す
る
現
在
、
未
来
社
会
を
見
据
え
戦

前
か
ら
１
０
０
年
も
活
動
し
続
け
て

い
る
公
党
（
共
産
党
）
っ
て
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
組
織
だ
ろ
う
？

そ
の

疑
問
か
ら
活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
閉
塞
す
る
日

本
社
会
に
対
し
て
、
打
開
の
道
を
探

る
ヒ
ン
ト
を
示
す
映
画
で
す
。

日
時

９
月
３
日
（
日
）

場
所

馬
宮
コ
ミ
セ
ン
多
目
的
ホ

ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
西
区
西
遊
馬
）

①
10
時
〜

②
13
時
30
分
〜

前
売
り
１
０
０
０
円
、
当
日
１
２

０
０
円

希
望
さ
れ
る
方
は
、
埼
労
連
・
山

﨑
ま
で

映
画
「
百
年
と
希
望
」
上
映
の
ご
案
内

年
金
共
済
が
秋
期
加
入
を
募
集

松
竹
・
新
橋
演
舞
場
公
演
を
確
保
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